
 

 

 

 

 

譲り合う  

校長  四  木  定  宏  
 

３月も半ばを過ぎ、雪解けが急速に進み、陽射

しや吹く風もにわかに春めいてきました。今年の

冬は昨年のようなどか雪もなく、比較的穏やかだ

ったように思います。この調子だと間もなく積雪

が無くなるかもしれません。 

本校では１５日に幼稚部修了式を、１６日に中

学部卒業式を、１７日に小学部卒業式を行い、総

勢１６名の卒業生が巣立ちました。皆、各学部の

最高学年にふさわしく堂々と証書を受け取り、子

どもの表情からは、やり遂げたことへの満足感を

感じられました。自分の夢に向かうための、これ

からの頑張りと活躍に期待したいと思います。 

《エピソード１》私はランニングフリークで１年

中走っています。歩道を走っていると当然ですが

人とすれ違います。多くの場合はアイコンタクト

をして、双方が逆の側によけて無事にすれ違うの

ですが、中には歩道の真ん中を歩き続ける人（ス

マホを見ているか友達とのおしゃべりに夢中にな

っている人が多い）がいます。すれ違う直前にな

って気づいてよける人もいますが、終始我が道を

行く人もいます。幼稚園や小学校のとき、「廊下

は右側を歩きましょう」と教えられたと思うので

すが、忘れてしまったのでしょうか。 

《エピソード２》札幌にお住まいの方なら、冬場

の道路のひどさに閉口されると思います。車１台

分の幅しかない道や、わだちが２本しかない道を

走っていて対向車が来たら、、、多くの場合は待

避しやすい方の車が一旦待ってすれ違うと思いま

す。すれ違う際は、片手を挙げるか軽く会釈をし

てお礼もします。ところが、中には我が道を行く！

とばかりに、強引に突っ込んでくる車がいます。

幼稚園や小学校のとき、「譲り合いましょう」と

教えられたと思うのですが、自分が偉いとでも思

っているのでしょうか。 

《エピソード３》先日、本校の子どもが登校時に、

歩道の真ん中を歩いていて、対向してきた人が道

を譲る場面を見かけました。その子どもに「前か 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ら人が来たよね？」と尋ねると”あっ”という顔

をして、「端を歩きます」と言ってくれました。

正しい行動が分かっていても、その時の状況で行

えないことはあります。行動する気持ちがあって、

気づくきっかけがあれば、自らの行動を変えるこ

とはそんなに難しいことではないように思いま

す。 

日本人は、昔から相手に忖度したり譲り合った

りすることを大切にしてきました。席を必要とし

ている方に席を譲る、「お先にどうぞ」と道を譲

る、最後の１個を譲り合うシーンもよく目にしま

す。この日本の良き文化はどこに行ってしまった

のでしょうか。これらは同じ社会で生活する人同

士が、互いに気持ちよく生活する上で大切なこと

です。本校の子どもたちには、自分の考えをしっ

かりと主張できるとともに、相手の立場を認め、

相手に思いを馳せることができる人、相手を尊重

した行動をとれる人になってくれるよう願いま

す。 

コロナ禍も３年目を迎え、今年度も感染対策を

講じた中での教育活動となりました。運動会や学

習発表会などは分散や時差開催としましたが、延

期や中止となる教育活動はほとんどなく、子ども

たちに悲しい思いをさせずに済んだことが幸いで

す。５月には感染症法上の分類が見直されること

で、学校での感染対策も大きく変わることになり

そうです。いよいよアフター・コロナが現実のも

のとなりそうです。そのような中、子どもたちは

めあての達成に向けて、のびのびとそして懸命に

学習や生活に取り組み、大きな成長を見せました。

仲間とともに、より良い生活をおくるための工夫

もできました。今の時代は、教育においても学校

が家庭や地域と協働することで、相乗効果が期待

できます。この１年、家庭や地域の皆様と手を携

えて教育を進めてこられたことに感謝します。ご

理解とご協力をいただきありがとうございまし

た。 
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３月１日（木）に「６年生を送る会」を行いました。今年度は、６名の

６ 年 生 が 卒 業 し ま す 。 各 学 年 で 係 分 担 を し な が ら 準 備 を 進 め 、 当 日 は体

育 館 で 各 学 年 が 発 表 を し て 楽 し い 時 間 を 過 ご し ま し た 。 発 表 は 、 ク イズ

や 6 年生への応援、心を込めたメッセージなどバラエティに富んだ内容

で し た 。 み ん な で 書 い た 色 紙 と ５ 年 生 が 作 っ た フ ォ ト フ レ ー ム が プ レゼ

ン ト さ れ 、 ６ 年 生 か ら 感 謝 の 言 葉 と 下 級 生 へ の エ ー ル が 送 ら れ ま し た。

６ 年 生 の 笑 顔 が た く さ ん 見 ら れ 、 思 い 出 に 残 る 会 に な り ま し た 。 卒 業お

めでとうございます！  
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6 年生を送る会（小学部）  

卒業生を送る会（中学部）  

３月８日（水）に、中学部「卒業生を送る会」が行われました。３年生からは、

「 小 ６ の 時 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 予 防 対 策 で 送 る 会 が 行 わ れ な か っ た か

ら 、 今 年 は 初 め て 追 い 出 さ れ る 側 に な れ る の を 楽 し み に し て い る 。」 と 期 待 の 声 が

挙がっていました。  

 当日は、司会・進行は生徒会役員が担当し、１年生は「２択クイズとジェスチャ

ー伝言ゲーム」、２年生は「３年生の思い出ムービーの上映」、そして生徒会役員は

「ビンゴ大会」を企画し、披露しました。３年生からは、「とっても楽しかった。本

当 に あ り が と う 。」 と い う コ メ ン ト が あ り 、 楽 し い ひ と 時 を 過 ご す こ と が で き た よ

うです。コロナ禍により全員が集まって楽しむ機会が少ない中、卒業生も在校生も

残り少ない一緒の時間を楽しみながら、卒業に向かって心の準備ができたように思

います。４月からは、それぞれの新しい道で、充実した学校生活を送っ てほしいと

思います。  

【４月の主な行事日程】  

４月１０日（月）始業式、入学式、着任式 

４月２８日（金）参観日、PTA 総会、 

学部説明会（小・中）  

※ 学 級 懇 談 に つ き ま し て は 、後 日 詳 細 を

お 知 ら せ し ま す 。  
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